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◆ 正会員入会のご案内 

正会員への入会には、審査委員会の審査を経た後、理事会

の承認を受けることとなります。審査は 2 月と 9 月の年 2
回行われますので、正会員入会をご希望の方は、8月末まで
に申込書を提出下さるようお願い致します。 
協会案内、申込書等の必要書類をお送りしますので、事務

局までご連絡下さい。また申込書は協会ホームページからも

ダウンロードできます。 

※賛助会員への入会は、随時受け付けております。 

◆ 国土交通省より「土地区画整理事業に係る税制上の

取扱いについて」通知 

国土交通省都市・地域整備局市街地整備課長から、当協会

会長あてに、「土地区画整理事業に係る税制上の取扱いにつ

いて」と題する通知が 7月 25日付でありました。 
これは、事業経費に不足が生じ賦課金を徴収した場合の課

税上の取扱いに関するものです。本通知全文を当協会ホーム

ページ会員ホット情報に掲載しましたので、ご高覧下さい。 

◆再開発絵本「再開発による街なか・にぎわい再生」

の公表配布と『全まち会議』 

「まちづくり3法」の改正等、地方都市等の中心市街地の
再生がまちづくりの重点となっている中、伊藤会長の発意に

より商店街の役員やNPOで活動している人達向けのパンフ
レットとして、この間コンサル系理事メンバーが分担して製

作を進めていた再開発絵本「再開発による街なか・にぎわい

再生」が完成しました。 
早速、8月 2日（水）国土交通省記者クラブで伊藤会長か
ら記者発表があり、引き続き、8月 5日（土）、6日（日）に
中央区立常盤小学校で開催された『全国都市再生まちづくり

会議 2006』で全国からの参加者に配布しました。今後は会
員や再開発プランナーのほか、各地方公共団体にも配布する

こととしています。 
なお、この『全まち会議』では、当協会は、屋台展示とと

もに景観まちなみ交流会に参加し、会議の成功の一役を担い

ました。特に、8月 6日（日）には、各地のまちづくりのリ
ーダーの皆さんにより様々なセッションが行われる中、協会

を代表して、大谷理事より、「再開発による街なか・にぎわ

い再生」や「再開発が景観をつくる」パンフレットについて

説明しました。 

◆ 「構造計算書偽装分譲マンション耐震改修コーディ

ネート支援チーム」発足について 

構造計算書偽装分譲マンション問題に関しては、その社会

的重要性に鑑み、耐震強度が 0.5未満の建替え検討案件につ
いて、世田谷区所在グランドステージ千歳烏山管理組合から

の相談、依頼に対応し、当協会からアドバイザーを派遣し、

再建への筋道をつけるまでの初動期 3 ヶ月間のコーディ
ネーター派遣を実施する等の活動が実施されました。 
こうした実績に基づき、この度、国土交通省の要請があり、

偽装マンションのうち耐震強度が 0.5以上 1.0未満で、改修
予定の 10案件を対象として、「耐震偽装分譲マンション耐震
改修コーディネート支援チーム」を協会内に設置し、対象マ

ンションの管理組合等からの相談に応じるとともに、個々の

マンションの状況を踏まえ、専門家を派遣し初期段階のコー

ディネートを実施することとなりました。 
支援チームの構成は、伊丹副会長を座長とし、コーディネ

ーター（まちづくり支援特別委員会・マンション建替え支援

事業委員会の在京委員）、構造・施工の専門家（正会員理事

会社の該当部署所属者でチームへの技術的支援を行う）、都

市機構等の関係メンバーとなっており、7 月 21 日に国土交
通省市街地建築課長井上俊之様のご出席のもと、発足会を開

催し、支援体制等を確認しました。 
当面、対象案件の実情等のヒアリング・意見交換から活動

を開始する予定ですが、管理組合等からの相談に対応してチ

ームメンバーを派遣することになります。派遣期間は3ヶ月
間、費用は協会への委託調査として出されます（上限あり）。

この耐震改修コーディネートの実績から得られた知見をも

とに、分譲マンションの耐震改修の手引きを策定する予定で

す。詳細は、http://www.urca.or.jp/mansion/sien_team.htm 
◆「既存の分譲マンション等の耐震改修促進策に関す

る意見交換会」 

過日開催された標記意見交換会において、国土交通省か

ら、改修促進のコーディネート費用は、住宅・建築物耐震改

修等事業制度要綱 第 7 一二三にある「ニ 住宅（建築物）
の耐震化の計画的実施の誘導に関する事業及びこれに附帯

する事業」に該当するとの説明がありました。 
また意見交換の中で、井上市街地建築課長から、先行して

実施されている上記偽装マンション改修支援チームについ

て、支援実施後の耐震改修の手引きのガイドラインのとりま

とめと、それを活用した講習など当協会の専門家によるリー

ドへの期待が述べられました。 



◆表参道ヒルズ視察会（予告） 

 この度、街並み・景観研究会の主催による表参道ヒルズ視

察会を開催します。表参道の景観に配慮した設計や、低層に

抑えた中での事業計画などについて概要説明を行うととも

に、施設見学を実施します。オープン前の時間から館内で説

明を行い、ゆっくり視察できる予定です。 
日時：平成 18年 10月 23日（月） 9：40～12：00（予定） 
場所：表参道ヒルズ館内 
定員：50名 
参加費：5,000円（会員）、6,000円（一般） 
詳細は次号の通信に同封します。（問合せ先：事業課 菅原） 

◆国内再開発事業事例視察（静岡市）開催案内 

静岡市で近年に完成した２地区の再開発事業を中心に、事

業内容、推進の経緯解説と、完成施設の視察を実施します。 
○開催日 平成 18年 9月29日（金） 13：30～17：00 
○視察予定施設 
1．静岡駅南口第二地区【エスパティオ、水の森ビル】 
2．御幸町伝馬町第一地区【ペガサート】 
※詳細は同封案内をご覧のうえ、お申込下さい。 

◆ 国土交通省関係人事異動（敬称略） 

○都市・地域整備局長（8月 4日付け） 
 （新）中島 正弘 （政策統括官） 
 （旧）柴田 高博 （辞職） 
○住宅局関係（7月 20日付け） 
 市街地建築課景観建築企画官 
 （新）真鍋 純（市街地建築課高度利用調整官（併）内閣

官房都市再生本部事務局企画官から） 
 （旧）杉藤 崇 （住宅総合整備課公共住宅事業調整官へ） 
市街地建築課高度利用調整官（併）内閣官房都市再生本部 
事務局企画官 
（新）香山 幹 
    (都市･地域整備局市街地整備課企画専門官から) 
（旧）真鍋 純 （市街地建築課景観建築企画官へ） 

[お詫びと訂正] 
 前月の通信掲載の異動の記事内容に誤りがありました。 
 お詫び申し上げますと共に以下の通り訂正いたします。 
○都市・地域整備局市街地整備課長 松田秀夫様 
  （正）前静岡市助役  （誤）前浜松市助役 

◆再開発コーディネーター養成講座の申込み受付開始

 標記講座について、受講者の募集を開始しました。昨年よ

り開催時期が早まっておりますので、同封の案内、協会ＨＰ

等をご参照の上お早めにお申込み下さい。 
講習日：平成 18年 9月 11日（月）12：50～ 
          9月 15日（金）12：30まで 
受講料：会員 12万円・一般 15万円 
定 員：３０名（先着順受付中） 
会 場：当協会会議室（東京） 

◆調査研究委員会 各部会委員募集のご案内 

 調査研究委員会では、テーマごとに部会を設け、１部会

10人位の委員で活動していますが、平成 17・18年度の新設
部会及び継続部会の委員を募集します。 
対象は、個人正会員、個人賛助会員、法人会員会社所属の

方と広くご参加いただけますので、ご興味ある方は、ご連絡

下さい。活動テーマ等の詳細につきましては、協会ホームペ

ージ(http://www.urca.or.jp/index2.htm)をご覧下さい。 
（お問合せ先：事業課 林） 

【新設部会】(部会名称は仮称) 

中心市街地再生部会：まちづくり三法改正等中心市街地活性

化への支援環境が明確になる中で、中心市街地の再生を図る

ために必要となる計画のあり方を論議する。 
再開発ビル再生検討部会：築年数を重ねた再開発ビルをはじ

め非住宅の区分所有ビルの再生に関わる課題の整理、再生手

法の検討などを研究・提言する。 
ベテランの活用方策研究部会：当会に寄せられる再開発やま

ちづくりに関する様々な支援要請に対応するために、ベテラ

ンコーディネーターによる対応機構を構築し、実働させるた

めの検討を行う。 

【継続部会】 

再開発における管理運営研究部会：再開発ビルにおける管理

上の課題、問題点を明らかにし、その解決策、改善が必要な

制度等について研究している。 

街並み･景観研究会：「再開発が景観をつくる」提言パンフレ

ット発表を踏まえ、事例収集とともに検証作業等を続ける。

再開発における資金調達研究部会：地方都市での再開発事業

の促進に適する新たな資金調達手法について検討している。

国  土  交  通  省    （市  街  地  再  開  発  事  業  等  関  係）  H18.8.1 現在  

都市･地域整備局 市街地整備課 
市街地整備課長                  松 田 秀 夫 氏 
市街地整備課 再開発事業対策官   木 下 一 也 氏 
市街地整備課 課長補佐        成 田  潤 也 氏 
市街地整備課 再開発係長      留 目 峰 夫  氏 
市街地整備課 再開発推進係長    小冨士  貴 氏 

住 宅 局 
市街地建築課長                 井  上 俊 之 氏 
市街地建築課 景観建築企画官    真 鍋  純  氏 
市街地建築課 高度利用調整官 
（併）内閣官房都市再生本部    香 山  幹  氏 
市街地建築課 課長補佐       楢 橋 康 英 氏 
市街地建築課 市街地再開発係長  澤 田  裕 之 氏 

（マンション建替え関係） 
マンション政策室長       油 谷 充 寿 氏 
マンション政策室課長補佐    前 田    亮 氏 
マンション政策室市街地再生係長 小 野    隆  氏 

（密集関係） 
市街地住宅整備室長             橋 本 公 博  氏 
市街地住宅整備室 企画専門官    須 藤 哲 夫  氏 
市街地住宅整備室 企画係長     松 本 潤 朗  氏 

 


